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第１節 計画の基本目標及び基本的視点 

本計画の基本理念である共生社会を実現するため、次の３つの基本目標を定めました。 

  また、この基本目標を実行していくために、光市障害者福祉計画等策定協議会での意見

及びアンケート調査の結果を踏まえ、計画推進に向けた５つの基本的視点を定めています。 

１ 計画推進の基本目標 

 

 

 

障害のある人が社会の一員として、さまざまな社会

活動に参加することは、自立に向けた重要な第一歩で

あることから、以前より、障害のある人の社会参加の

支援に取り組んできました。本計画では、さらに障害

のある人の社会参加の場を広げ、個性を発揮しながら

地域でいきいきと暮らせる社会を目指します。 

「住む場所を決めたい」、「好きな場所に行きた

い」、「自分の個性を生かした仕事をしたい」こう

した気持ちは、障害の有無にかかわらず、すべて

の人が同じように思う気持ちです。本計画では、

こうした気持ちが、障害があることによって妨げ

られることがないよう、社会的障壁を除去しなが

ら、自らが主体的に選択・決定できる社会の実現

を目指します。 

障害のある人にとって、住み慣れた地域で安心し

て暮らせることは、とても重要なことであり、その

ためには、地域全体で分かり合い、支え合う気持ち

が不可欠です。本計画では、障害のある人もない人

もお互いを理解し合い、あゆみ寄り、支え合うこと

で、障害の有無にかかわらず、住み慣れた地域で安

心して暮らせる社会を目指します。 

１ 社会参加の促進 

２ 主体性・選択性の尊重 ３ 地域での支え合い 
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２ 施策推進の基本的視点 

 

(１)ライフステージに合わせた生活支援の推進の視点 

  本市では、第１次光市障害者福祉基本計画に基づき、さまざまなサービスや制度により、

ライフステージに応じた生活全般にわたる支援を行っています。アンケート調査では、障

害のある人は、共生社会を実現するために、「近隣住民の理解と協力」に続いて、「障害福

祉制度の充実」が高い割合となっており、引き続き支援を行っていく必要性があることが

分かりました。今後も、必要な人に必要な支援がいきわたるよう、計画的かつ総合的に生

活支援の充実に努めます。 

 

(２)心のバリアフリーの視点 

  障害のある人が日常生活や社会生活を送る上では、事物、制度、慣行、観念といった、

いわゆる社会的障壁があると言われています。アンケート調査では、障害のある人の約４

割の人が、障害を理由とした差別等の経験があるとの結果が、また、障害のない人の約半

数の人が、障害を理由とする差別や偏見があると思うとの結果がでています。今後は、障

害の有無にかかわらず地域でその人らしく生活できるよう、合理的配慮の推進等、障害や

障害のある人に対するあやまった認識の解消への取組み等により、心のバリアフリーを推

進します。 

 

(３)相互理解の視点 

  共生社会の実現に向けては、障害のない人への一方向への理解だけではなく、障害のあ

る人、障害のない人、双方向の理解が重要です。アンケート調査によると、共生社会の周

知度は、障害のある人より障害のない人の方が高く、また、光市における共生社会の周知

度は全国を下回っている現状にあります。本市の取り組みとして、共生社会の実現に向け、

共通の認識のもと、障害のある人、障害のない人がお互いに理解できるような取組みを推

進します。 

 

(４)ふれあい・交流活動の充実の視点 

  本市においては、これまで障害のある人とのふれあい・交流活動を展開しています。ア

ンケート調査によると、障害のある人が身近にいたり、障害のある人とかかわる機会のあ

る人は、共生社会の周知度が高いとの結果が出ており、障害のある人、障害のない人が、

共にふれあう体験や交流活動を充実し、障害のある人の社会参加を促進するとともに、共

に助け合い、支え合って生きていくことの大切さを学ぶ機会の創出に努めます。 
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(５)ネットワーク強化の視点 

  本市においては、障害のある人の地域での生活を支えるため、ネットワークの充実に向

けた取組みを行っています。アンケート調査によると、障害のある人やその介護者は、家

族・親戚や友人・知人、医療機関や施設の指導員等の「身近な人」に相談する傾向がある

ことがわかります。今後は、障害のある人にとって「身近な人」との情報共有を強化し、

他の専門機関と協働することにより、地域において、障害のある人の選択の機会の確保と

社会参加を促進し、地域において安心して生活できる仕組みづくりに取り組みます。 

 

 本計画は、５つの基本的視点に基づき、１「理解促進」、２「教育・文化」、３「雇用・就

労」、４「保健・医療」、５「福祉」、６「生活環境」の６分野に体系化し、実施すべき施策の

展開を図ることとします。
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施 策 の 体 系 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般就労の推進 障害者の雇用促進啓発

就労系サービスの充実

工賃向上・意欲向上への取組み

福祉的就労の充実支援

障害者差別解消法の推進

社会教育と文化・スポーツ等の充実

就労に向けての育成・支援

障害者の社会教育の充実

学校教育の充実

文化・スポーツ活動の促進

指導体制・内容の充実

障害のある児童生徒の教育の充実

教育環境の整備

障害児保育の充実

専門的機関等との連携

障害者虐待の防止

権利擁護の推進

理解促進

障害のある人への理解の促進

相互理解の推進

ふれあい交流の場の確保

福祉教育の場の確保

雇用・就労

人権の尊重

教育・文化

共生社会の実現にむけての周知・啓発

就学前教育・療育の充実

福祉体験の推進

 

基本理念 
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住宅整備への支援

交通安全施設の整備

公共的施設・設備等の環境整備

保健・医療

生活環境

福　　　祉 在宅生活の支援の充実

体制の充実

防災体制の整備安心安全の確保

住宅・建築物のバリアフリー

早期療育・相談支援体制の充実

外出に向けた支援の充実

移動・外出への支援

医療助成制度の充実

生活の安全の確保

福祉制度の周知相談支援の充実

住まいの確保への支援

生活支援の充実

地域福祉の充実

相談支援事業の充実

人づくりの推進

医療、リハビリテーション

疾病等の発生予防

早期発見・早期治療体制の充実
の充実

予防対策と早期支援体制

障害者団体の育成

地域福祉活動の推進

地域医療体制の充実

生活の安定に向けた支援

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


